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１． 生駒市立病院の概要



•開院日 平成２７年６月１日

•病床数 一般２１０床（令和９年４月からは２３０床で運用予定）

•運営手法 指定管理者として医療法人徳洲会が病院運営

•指定期間 ２０年間（平成27年6月1日～令和１8年3月31日）

• コンセプト

①質の高い医療の提供 ⑥予防医療の啓発

②地域完結型の医療体制構築への寄与 ⑦財政的に健全な病院経営

③救急医療の充実 ⑧市民参加による運営

④小児医療の充実 ⑨環境に配慮した運営

⑤災害時医療の確保

概要



生駒市立病院の理念
１ 生命を安心して預けられる病院
２ 健康と生活を守る病院

１ 市民満足度の高い、質の高い医療を提供します。
２ 保健・福祉行政と連携した医療サービスを提供します。
３ 市民が安心して暮らせる救急医療体制を構築します。
４ 災害に対する緊急対応ができる機能を確保します。
５ 市民参加による開かれた病院を実現します。

基本方針

理念及び基本方針



２． 10年間の実績



救急医療
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周産期医療（分娩）
令和７年４月現在
常勤医師４名体制



•令和７年４月現在 ５名の常勤小児科医在籍

小児科入院医療提供体制の充実

•北和小児科二次輪番体制に参加

令和３年１０月から月１回

令和５年４月からは月２回

小児医療



〇「在宅療養後方支援病院」の認定を取得

• 将来的な在宅医療ニーズの増加

• 在宅医療を実施している医療機関や介護・福祉施設の増加

⇒ 患者の増悪時など、診療所や介護・福祉施設の支援を行う

（日頃からの信頼関係の構築）

在宅医療の支援体制の拡充



ワクチン接種

３３，８６７人

（累計:令和３年４月１９日から個別接種と集団接種の両方で開始）

入院患者の受け入れ

他の病院に先駆けてコロナ専用病床を整備し、積極的に受け入れ

発熱外来

３０，９７６人（令和２年度～令和５年度の累計）

新型コロナウイルス対応



平成２７年度～令和元年度

累積24億８，５００万円の経常赤字

令和２年度～令和４年度

累積２３億５，６００万円の経常黒字

（コロナ補助金や患者の増加による）

市立病院の経営状況（経常利益の推移）



(１) 生駒市病院事業推進委員会（設置条例第17条で規定）

・市長の諮問に応じ、病院事業計画の見直し及び協定書の締結等を協議

・委員は議会の同意を得て市長が委嘱又は任命

・医療関係代表者、市民代表者、市議会代表者等で構成

(２) 生駒市立病院管理運営協議会(基本協定書第25条で規定)

・管理運営に関する協議に市民等の意見を反映させることを目的とする。

・年２回を目途に開催

・市長、院長、市民、医療従事者、自治会代表者等で構成

市民参加による運営



•ＤＰＣ対象病院に指定

•日本医療機能評価機構による第三者評価である
「病院機能評価」の認定を取得

•奈良県「協力型臨床研修病院」に指定

開院から１０年の主な取組



３． これから目指す姿



生駒市立病院の理念

・生命を安心して預けられる病院

・健康と生活を守る病院

生駒市立病院の理念のさらなる発展

１．医師の増員、診療科の充実

２．医療DXの推進

３．教育の充実、医療者の育成

４．職場環境の整備

５．生駒市民の健康増進に対する活動

６．生駒市医療機関の連携推進

実現のために


